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研究成果の概要（和文）：細胞外基質であるラミニン５を高発現する高付着能細胞を単離するこ

とを利用した幹細胞単離法により扁平上皮である結膜上皮幹細胞の単離を試みた。結果として

ヒト結膜から、組織形成能がある結膜上皮幹・前駆細胞の単離が可能であり、我々は、この細

胞を増殖因子の影響下に上皮系細胞と杯細胞という全く異なった細胞に分化誘導できた。今後

この結膜上皮幹細胞と角膜輪部幹細胞の比較から分離マーカーが同定される可能性がある。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We tried to isolate human conjunctival epithelial progenitor cells 
using laminin-5 expressing highly adherent cells isolation method. As a result, we have 
isolated conjunctival epithelial progenitor cells, which could differentiate into 
epithelial cells and goblet cells. Our data suggest that we can identify isolation marker 
by comparing character between conjunctival and corneal limbal stem cells. 
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１．研究開始当初の背景 
我々は、non-tissue culture dish、つまり通

常は付着培養を行うためにもちいられない浮

遊培養用の培養皿を用いて単一細胞化した角

膜輪部上皮細胞を培養すると非常に増殖能の

よい細胞だけが付着することを見いだした。

また同じ方法で角膜中央部の増殖能の弱い細

胞を培養しても全く細胞は培養皿に付着しな

かった。そこでこの新しいヒト角膜輪部幹細

胞分離法により細胞が濃縮されるメカニズム

に着目した。 

この分離法の原因蛋白の候補としてマスス

ペクトロメーターによる解析を行ったところ

ラミニン５が見いだされた。それは角膜上皮

機関番号：32653 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2008～2010   

課題番号：20592072 

研究課題名（和文）上皮系幹細胞採取法に基づくヒト角膜輪部幹細胞マーカーの同定および分

離法の確立 

研究課題名（英文） Identification of human corneal limbal stem cell markers based on 

the method of epithelial cell-lineaged stem cell isolation 

研究代表者  

山上 聡（YAMAGAMI SATORU） 

東京女子医科大学・医学部・准教授 

研究者番号：10220245 

 



基底層に多く発現し、また高い接着能を示す

角膜輪部上皮幹細胞の特徴とよく一致するか

らである。実際にラミニン５は上皮細胞基底

部にその蛋白が発現していた。また抗ラミニ

ン５抗体を予め反応した後に、この新しいヒ

ト角膜輪部幹細胞分離法を試みたところ、増

殖能のたかい細胞は採取されず、コントロー

ル抗体を反応させた群では通常通り幹細胞様

細胞が分離された。 

以上の結果からラミニン５を理論的支柱と

する角膜輪部上皮幹細胞採取法が確立したが

、角膜輪部上皮幹細胞の特異マーカーは依然

として同定されていなかった。 
 
２．研究の目的 
ヒト角膜輪部上皮幹細胞のマーカーを同定
すること。 
 
３．研究の方法 
角膜上皮と結膜上皮は分化した段階では発
現する細胞分化マーカーが大きく異なり異
なった性質を有している。そこで、幹細胞レ
ベルでの輪部上皮細胞との違いを明らかに
することで細胞特異的マーカーが見つかる
のではとの仮説のもと、まず結膜上皮の幹細
胞の分離、同定を試みた。方法は、研究用ド
ナー角膜から結膜上皮を採取し、輪部上皮幹
細胞採取と同様の方法で結膜上皮の幹細胞
採取を行った。 
 
４．研究成果 
ヒト結膜から、組織形成能がある結膜上皮
幹・前駆細胞の単離が可能であった。我々は、
この細胞を増殖因子を換えることで上皮系
細胞と杯細胞という全く異なった細胞に分
化誘導できた。今後角膜輪部上皮幹細胞と結
膜上皮幹細胞を未分化な状態で比較するこ
とで特異マーカーの同定を試みる予定であ
る。 
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